
プロジェクトの概要
東海地方を含むわが国のほとんどの地域は、マイカー依存型の交

通システムになっており、自動車の過大な利用による社会的コスト
が増加すると共に、マイカーを利用しない人々は日常的移動に困
難を感じ、活動の機会が奪われている。このため、地域に住み続け
たいが、住み続けられない未来がすぐそこまで迫っており、「マイカー」
から「マイモビリティ」への転換が急務となっている。
本拠点では、『みんなの「行きたい」「会いたい」「参加したい」をか

なえる超移動社会』をビジョンに掲げ、このような地域において、マイ
カーを使わない（運転できない、運転したくない）人にも社会に公
平なアクセスができるような超移動社会を目指す。具体的には、先
進モビリティ技術とモビリティアセットの共有化という技術及び制度の
イノベーションと総合知活用によって、マイカーを使わなくても快適に
移動できる地域モビリティシステムを実装し、活動機会やビジネスチ
ャンスの増加を通して持続的な地域創生を推進する。また、名古
屋大学に新設された Future Society Studioでの総合知的活
動を活かし、大学、自治体、市民、企業とのアンダーワンルーフ体
制による移動課題解決ができる地域共創の場を構築する。

拠点名称：地域を次世代につなぐマイモビリティ共創拠点
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